
講師略歴：

大阪生まれのコリアン２世。米国NYニュースクール大学大学

院メディア・スタディーズにて修士号取得。幼稚園から大学

までは朝鮮学校で学ぶ。朝鮮高校の教職を辞めたあと、劇団

女優、ラジオパーソナリティ、ビデオジャーナリストとして

活動し、映像の世界へ。デビュー作であるドキュメンタリー

映画「ディア・ピョンヤン」（2005）がベルリン映画祭最優

秀アジア映画賞、サンダンス映画祭審査員特別賞など、各国

で評価される。２作目ドキュメンタリー「愛しきソナ」

（2009）を経て、初の劇映画「かぞくのくに」（2012）を発

表。同作は、ベルリン映画祭CICAE賞、読売文学賞シナリオ

脚本部門賞、キネマ旬報日本映画部門１位ほか、国内外で受

賞を重ねた。著書に「ディア・ピョンヤン」「兄 かぞくのく

に」などがあり、現在初めての小説を執筆中。

講師：ヤン ヨンヒ氏 映画監督

国際教養学部 年度秋学期公開講演会

１つの家族史から、時代や歴史を紐解く

日時：2016年12月6日（火）13 20～14 50
場所：桃山学院大学 トマス館T-101教室

※一般参加歓迎、参加申込不要問い合せ：桃山学院大学学長室学部事務室 （担当：横田）

大阪府和泉市まなび野1－1 TEL: 0725-54-3131㈹
アクセス：http://www.andrew.ac.jp/access/

第7回知るために、知らせるために、ドキュメンタリーを観て語る

上映作品「ディア・ピョンヤン」
監督：ヤン ヨンヒ 制作：2005年／日本

日本で生まれ育ったコリアン 世のヤンは朝鮮総聯の幹部として自分の

一生をすべて“祖国”に捧げつづける両親のもとで育った。 人の兄た

ちは、 数年前に北朝鮮へ“帰国”した。なぜ、そこまでして祖国に

自分たちのすべてを捧げ続けるのか？深まる葛藤と、長い対話。変貌す

る時代の中で次第に親子は違う生き方を選ぶお互いを受け入れ新しい関

係を模索していく。しかし、そんな父には死の危機が迫っていた…。

日時：2016年12月6日（火）15:00～17:00 
 ※講演会終了後

場所：講演会と同じ
主催：桃山学院大学メディア教育研究会
（15共246「大学教育における映像・メディア教育モデルの構築Ⅱ」）
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